


















第 4章  
日中関係の転機と歴史叙述 
―革命の語り，戦争の記憶 
田中  仁 
Guiding Question 
1980 年代以降，日中間のヒト・モノ・カネ・情報の往来は飛躍的に拡大し











１．冷戦後 20 年のあゆみ 
























































図 4-3 20 世紀の中国，台湾と日本 
 







































表 4-1 中共党員の推移 
 
 



















































































内閣府「外交に関する世論調査」（2012 年 10 月）によると，中国に対し
て「親しみを感じる」とする割合が 18.0％であり，「親しみを感じない」と




よれば，1978～88 年は「親中感」が 60～80％，「嫌中感」が 10～30％の「親
中感」多数期であるのに対して，89～2003 年は拮抗期，04 年以降は「嫌中
感」多数期と概括することができる（図 4-5）。 
この 1989 年と 2004～5 年における「親中感」の顕著な減少と「嫌中感」
の顕著な増加は，前者が 1989 年の第 2 次天安門事件，後者が 2004 年夏に中
国で開催されたサッカーアジア杯での反日騒動および 05 年 4 月に北京・上
海など各地で起こった反日デモに起因したものであろう。 
日本社会は，1980 年代「改革・開放」政策を概ね好意的に捉えていた。





































1989～2003 年は 30 年来の日本の対中感情の拮抗期であったが（図 4-5），
1990 年代なかばの 1995 年，「中国」をめぐる東アジア・メディア空間は，
ひとつの構造を有する新たな質を獲得する。 
拙稿（2007）は，1955 年から 2005 年までの日本における終戦記念日と中
国・台湾における抗戦勝利記念日について，10 年ごとの新聞社説を比較・
検討した。ここでは同論考の主たる論点を提示する。 










































































































































見せた。1995 年「中国」をめぐる東アジア・メディア空間が 1995 年代なか
ばに新たな質を獲得したことは，そうした新たな展開の一部分と解される。 
日本では 1993 年に 55 年体制が崩壊，連立政権時代となった。細川政権の
あと村山富市・日本社会党委員長を首班とする自社さ連立政権が成立した。
1995 年，終戦 50 周年として世界大戦を総括する動きが活発となるなかで，
まず社会党が国会決議案を作成した。同案は当時連立内閣を組んでいた自由















































































* * * 
1995 年，第二次世界大戦 50 周年が「戦争の記憶」としてどのように刻印
されたのかについて， 6 月 23 日の沖縄と 9 月 3 日の淶源（中国・華北の旧
抗日根拠地）の事例を示す。 
























表 4-2 「平和の礎」刻銘者数 
 
 























結 50 周年を記念して建設する」こととされた。刻銘者数は，2012 年 6 月現

























































図 4-10 べチューン手術室の立像 
 







































































































(1) 1945 年，華北から華中におおよぶ中共統治地域（解放区）は，93 万の正
規軍，200 万の民兵と約 1 億の人口を擁するようになっていた。 
(2) 2010 年中国は GDP で日本を超えて世界第 2 位となった。2000 年の GDP
は日本の 1/4，2005 のそれは 1/2 であった。2000～10 年の経済成長率に
ついて，日本とアメリカが世界経済の動向と同様の推移を示しているの
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1972 年 9 月の中国との国交樹立の過程を，外交記録やインタビューにも
とづき復元する。田中首相と大平外相の個性が共振する政治指導ととも
に，官僚たちが果たした役割の検討を通して，政治的リーダーシップの
有りかたを問う。 
唐亮（2012）『現代中国の政治：「開発独裁」とそのゆくえ』岩波新書 
今日の中国政治体制を権威主義の開発独裁モデルと規定，中長期的に見
て民主化が起きるか否かが問題ではなく，それがどのような環境下で発
生するのか，成功する場合に「軟着陸」と「硬着陸」のどちらになるの
かが問われていると述べる。 
